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焼き鳥 西のやかた e f)�

 � 042-495-4522
 � 清瀬市野塩1-171-13
 � 11:30〜14:00、17:00〜

21:00／日曜、祝日定休
 � MAP P33B1

旬菜魚h i r o  b c d

 � 042-459-1486
 � 清瀬市元町1-13-7
 � 16:00〜24:00

（23:00LO）／日曜定休
 � MAP P33A2

イカバル×肉バル Haru ` a

 � 042-497-9268
 � 清瀬市元町1-9-3
 � 火〜金曜16:00〜24:00（23:00LO）、
  土〜日曜11:30〜24:00（23:00LO）
  ／月曜定休
 � MAP P33A2

酒膳処 吉家  ^ _

 � 042-495-5533
 � 清瀬市元町2-3-1　
 � 17:00〜23:00／日曜、

月曜の祝日定休
 � MAP P33A2
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 ^ 生で仕入れる中トロが目玉の刺身3点盛り1500円〜　 _ 同級生に
作ってもらった江戸提灯もいなせ　 ` バルの雰囲気が楽しめる店内　
 a 名物メニューのイタリアンイカメシ1280円　 b 透明感のある鮮度
抜群の活イカ刺身（時価）　 c くつろげる掘りごたつの個室　 d 色
合いが統一された落ち着きのある外観　 e 備長炭の香ばしい白煙が
漂う焼き場。5本セットは880円　 f 背中で語る大将と気さくなお母
さんが出迎えてくれる　)� 秘伝のぬか漬け5点盛り528円

1

5

2

4

3

6

8

910

7

スマホで読み取ると
Googleマップが

ひらくよ！
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［編集後記］

＃わたしの味なきよせ
まちの味わいかたは十人十色。あなたにとっての
「味なきよせ」をSNSでシェアしよう。

「
森
の
Ｃ
ａ
ｆ
é 

ア
イ
ビ
ー
」
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

た
ま
た
ま
妻
が
見
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
。
お
店
の
女

将
さ
ん
が
気
さ
く
な
性
格
で
３
時
間
し
ゃ
べ
り
続
け
、

翌
月
に
は
写
真
展
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス

タ
ー
の
料
理
と
女
将
さ
ん
の
人
柄
は
人
を
魅
了
し
、
つ

い
つ
い
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
お
店
で
す
。

中
山
ノ
リ
（
地
元
カ
メ
ラ
マ
ン
）

子
育
て
の
た
め
清
瀬
に
来
ま
し
た
。
緑
の
豊
か

さ
、畑
の
豊
か
さ
が
あ
る
一
方
、駅
前
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
驚
き
ま
し
た
（
笑
） 

。 

清
瀬
っ

て
多
彩
な
街
だ
と
思
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
の
色
と
り
ど
り
の
お
店
が

あ
っ
た
こ
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
取
材
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

藤
井
法
心
（
地
元
ラ
イ
タ
ー
）

「空気が美味しい」出先から清瀬駅に戻っ
た瞬間、思わず深呼吸をしてしまう。都心か
らほど近い位置にありながら、豊かな自然に
あふれているのが、このまちの最大の魅力。
清瀬生まれ清瀬育ち清瀬大好きな私は、幸
せなトカイナカ生活を満喫しています。

池永 操（地元編集者）

片道１時間半、バスを乗り継いで清瀬
に来る酒場の常連さん、「ここがないと
生きていけない」と毎日スーパーに通う
おばあちゃん。そんな人たちをゆるく温
かく迎え入れるお店の人たち。清瀬のま
ちがもつ懐の深さに気づいたとき、僕は
このまちが大好きになりました。

仲幸蔵（編集者）

※本誌は「市報きよせ」（2021年7月1日号）などで募集した、清瀬を愛する地元ライターを中心に取材・執筆・撮影を行いました。

ちょっと昔の宇宙的なフォルムをした給水 塔が、突
如、清瀬の広い空に現れる。その手前には無機質で
均衡的な団地が建ち並び、そのすぐ近くには花や実を
つける木々や畑が広がっていたりして、いかにも「清瀬
〜！」って感じがして、いつもついつい見ちゃいます。

tamaccö（地元ライター）

中学の頃、サッカーの練習でよく
通った清瀬。柳瀬川ダイブが懐か
しい。お店を巡るのは初めてなの
に、不思議とホッとして…。商店
街を歩きながら、少年みたいには
しゃいでしまった（笑）

勝股芳樹（ライター）

保育園帰りにお肉屋さんでコロッケを
買った日。おつりを受け取りふと見る
と、当時２歳の娘がなぜか目を輝かせ
ている。「『ください』したねぇ！」そう
だ、お店屋さんごっこにハマっているん
だった。――あの日娘が憧れたお店の
味に今日の食卓も支えられています。

近藤圭子（地元ライター）

味な、きよせ ＃01

2022年2月発行
発　　行　清瀬商工会
企画制作　合同会社ハチコク社
お問合せ　042-491-6648（清瀬商工会）

　　　　　東京都清瀬市松山2-6-23
　　　　　https://kiyose.or.jp

※本誌掲載の情報は2022年2月時点のものです。
※表示価格は消費税込み（発行日時点）となります。
※定休日は年末年始・お盆休み・GWを省略しています。
※新型コロナウイルスの状況により、予告なく営業時間等が変更になる場合があります。お出かけの際は、最新の情報をご確認ください。
　また、取材・撮影に関しては感染予防対策を徹底した上で行っています。
※本誌記載内容を無断で複写・転載することを禁じます。




